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理工学部学生が「2025 年度海外渡航研修の事後研修」に参加 
 

 

【本文】 

理工学部は，2025 年 12 月 5 日・6 日に北九州市にて「2025 年度海外渡航研修の事後研修」

を実施しました。本研修には，今年度インドネシア・ハサヌディン大学工学部およびタイ・

チェンマイ大学での海外渡航研修に参加した STEPs 学生 9 名，都市工学分野の学生 4 名，

および三島 悠一郎 准教授，Sindete Mathiro Jose 研究員の計 15 名が参加しました。 

今回の事後研修は，海外研修で得た知見を整理し，国際的な視野をさらに広げることを目

的として実施されたものです。海外での学びを国内の事例と照らし合わせて深めるとともに，

学生同士の連携を強化し，来年度以降の国際交流活動をより発展的なものにすることを目指

しました。海外で得た経験を一過性のものとせず，次の学びや活動へとつなげるための橋渡

しとなる研修として位置づけられています。また，短期間の合宿形式で集中的に議論を行う

ことで，今後の国際交流活動の基盤を強化する機会ともなりました。学生が主体性を発揮し

協働することにより，次年度以降の国際教育活動のさらなる発展が期待されます。 

研修では，まず JICA 九州の協力のもと，JICA の事業概要や JICA Biz の取り組みについて

説明を受け，国際協力の枠組みや民間企業との連携の在り方について理解を深めました。九

州地方では JICA Biz に採択された企業連携案件が多く，研修では特にチェンマイ大学工学部

で学生が見学した研究内容とも関連する案件が紹介されました。その後，海外展開を進めて

いる株式会社アステック入江を訪問し，企業が国際連携を進める際の課題や具体的な取り組

みを学びました。 

また，タカミヤ環境ミュージアムを訪問し，公害克服の歩みや北九州市の環境行政につい

て学習しました。インドネシアやタイで視察した環境問題と比較しながら見学することで，

国内外の環境課題を多角的に捉える視点を養いつつ，環境問題解決に向けた国際連携の重要

性について学ぶことができました。 

さらに，参加学生によるグループディスカッションを行い，国際連携の必要性や理工学部

の活性化に向けた提案をまとめました。学生自身が主体的に意見を交わすことで，来年度の

活動に向けた新たなアイデアの共有や，学生間の連携強化につながりました。 

最後に，本研修の実施にあたり多大なるご協力をいただきました JICA 九州，株式会社アス

テック入江，タカミヤ環境ミュージアムの関係各位に深く御礼申し上げます。 

【概要】 

理工学部は，2025 年 12 月 5 日・6 日に北九州市で海外渡航研修の事後研修を実施し

ました。インドネシアとタイで研修を行った 15 名の学生と教員が参加し，JICA 九州で

の学習，企業訪問，環境ミュージアム見学，グループディスカッションなどを通じて，

海外研修の内容を振り返るとともに，国際的な視野をさらに広げる機会となりました。 



 

 

 

開会の様子 

 

 

JICA の事業概要説明 



 

 

 
株式会社アステック入江での記念撮影 

 

 

電子基板から回収した金を再利用して製作された金メダル 



 

 

 
環境ミュージアムの見学 

 
グループディスカッションの様子 



 

 

 
研修後の記念撮影 


